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0.は じめ に 問題 のあ りか一

小稿 は,次 のような文に現れた副助詞 「も」の意味 ・用法 について考察するも

のである。すなわち,

例1お かげさまで,こ の4月 か ら私 も社会人とな りました。

例2ま った く,あ いつ も人が悪いね。

例3君 もよく言 うねえ。

周知のように,「 も」 は同類,同 質の他 の要素 の存在 を明示,あ るいは暗示 し

つつ,と りたてる用法 をもっている。上例の 「も」 は先行研究 にもあるように,

この基本的な用法 とは少々異なる意味 を実現 している。

もちろん,い ずれも文脈次第では 「社会人 となった/人 が悪い/よ く言 う」特

定の誰か他者がいて,そ れと同様に 「私/あ いつ/君 も～だ」 と解釈することは

可能である。 しかし,こ の文 は単独では,つ ま り特定の同 じような誰かが明示 さ

れない限 りは,「 同様に私 も/あ いつ も/君 も」 と述べていると解釈す ると,む

しろ不 自然 となる。

これに対 し,次 のように基本的な 「も」の用法は必ず しも他者 を明示す る必要

はない。

例4香 港ですって?私 も行 きたい!

例5あ いつ も結婚す るんだって!?

例6え えっ。君 も追試なの?

例4～6の 場合 も 「も」 は他の同類が誰か,ま た単独か複数か も特に言語的に

明示 されていないが,そ れにもかかわらず,他 の同類(そ れぞれ聞き手や話 し手

が まず想定で きるが)と それぞれ 「私/あ いつ/君 」が並び取 り立て られている

と,自 然 に解釈で きる。

問題 は,お おまかに言 って しまうと,当 該の用法 特殊な,周 辺的な,暗 示
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的 な用法 とよばれる ことが多 い と基 本的 な並列 的用法 との連続 的な記述 が難

しい点 であ る。小稿 はこの両者 の 「も」 の連続的 な記述 の可否 をめ ぐって分析 を

試 みる もので ある。

さて,さ きの例1～3で あ るが,こ の 「も」 を 「は」 に お きか えてみ る と,そ

れぞ れ

例1'お か げ さ まで,こ の4月 か ら私 は社 会 人 とな りま した。

例2'ま った く,あ いつ は人 が悪 い ね 。

例3'君 は よ く言 うね え。

とな る。 この例1',2',3'と さ きの例1,2,3と を比 べ て み る と,

①.「 も」 も 「は」 も文 レベ ル で の主題 を提示 して いる点 は共通す ると思 われ る。

②.例1～3の 「も」 は特 定 の 同様 の他 者 の存在 を暗示 してい るわ けで はない,

つ ま り同類 の他 者 の存在 を む しろ否定 してい るようなの に,例1'～ 例3'の 「は」

ほ ど に は排 他 的 な ニ ュア ンス を もってい ない。 もっ とも,こ の場 合 の 「も」 は

特 定 の 同類 の他者 を否定 して い るので はな くて,該 当 す る他 者 が い な い とい う

こ とか もしれ ない。

③.例2,2'と 例3,3'は,い ず れ もマ イ ナ ス イ メ ー ジ の意 味 で用 い られて いる。

この うち例2,2'の 「人 が悪 い」 の意 味 は例2の 「も」 の場 合 は他 人 へ の接 し

方 が 問題 だ とい う程度 の軽 い意味 にな るの に対 し,例2'の 「は」で は 「あ いつ 」

の性 格 自体 が悪 い とい う文字通 りの意 味 となる。 この ことは,主 題 が 「も」 を

とるか 「は」 を と るかで,述 語 の 意 味 の現 れ 方 に違 いが で きる可能性 を示 して

お り,そ れ は本 来 の主 題 を表 す 「は」 で はな く 「も」 の場合 であ る点 に注 目で

きる。 また,こ の 点 で,「 は」 がunmarked,「 も」 がmarkedで あ る と考 え ら

れ る 。

④.例3と 例3'の 「よ く言 う」 は と もにマ イ ナ ス イメー ジの意 味で用 い られ て

い るが,こ こで も,例3'に 対 し例3は 排 他 的 なニ ュア ンス を もた な い と同時 に,

「君 」 の話 を聞 い て い る話 者 が,話 の流 れ を途 中で さ え ぎ らず に,コ メ ン トを

加 え る感 じ とな る。 これ に対 し,例3'で は 「君」 に対 して 「あ あ,そ う なの か 」

と改 め て認 識 し,そ れ が 新 た な話 題 とな る感 じに さえなる。つ ま り 「は」 の方

が談 話 レベルの焦点 となる力が大 きい と思 われ る。

⑤.挨 拶 の文 章 と して は,例1の ほ うが 例1'よ りもふ さわ しい よ り もふ さ わ し

い 感 じとなるが,そ れ は 「は」 で あ る と,④ で の べ た よ うに 「私 自身」 を排他

的 に取 り立て,か つ 「私 が 社 会 人 に な った 」 とい う話題 その ものが文脈 の中心

にす え られ,さ ら にそ れ に関 す る話 が 続 く感 じを与 えるか らか もしれない。
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しか し,こ の こ とは例2,3,2',3'に つ い て もい えそ うで あ る。 す な わち,

例2,例3の よ う な文 が 現 れ る の は,お そ ら く 「あ いつ 」 の 噂話 や 「君」 の話

を聞 き終 わ って0段 落 した とい う状 況 や,あ る い は そ の文 脈 の途 中で 一言 コメ

ン トを差 し挟 む ような状 況 な どであ る と思 われ るのに対 し,例2',例3'で はそ

こで 一 た ん文 脈 の 流 れ を さえ ぎって,「 あ い つ」 や 「君 」 の こ と につ いての コ

メ ン トを述べ,場 合 に よ って は新 しい話 題 にす える感 じとな る。

上 の ように 「は」 と比べ て み る と,「 も」 の 用 法 の 記 述 に は文 脈 レベ ルでの話

題 の取 り上 げ方 も関わ って きそ うであ る。 これ をヒン トに して,以 下,先 行 研 究

を振 り返 りな が ら,分 析 を試 み る。

1.先 行研 究 と記述上の問題点

ここでは,当 該の 「も」の用法記述に関す る主な先行研究 をまとめなが ら,そ

れぞれがなげかけている 「も」 の記述に関す る問題点 について考 えてみたい。な

お,紙 幅の都合上過不足 な く論文をとりあげられないこと,そ して各論文の趣 旨

を十分反映で きないことを予めおことわ りしておきたい。

まず,こ のタイプの 「も」の用法を最初 にとりあげたのは,松 下大三郎 『標準

日本口語法』(1930中 文館書店)で ある。(田 野村1991に よる)松 下 は,次 のよう

に例 をあげている。(以 下,例 文の番号は小稿の通 し番号 に準ずる)

例7君 もい くぢは無いなあ。

例8日 本人にも悪い奴がいるよ。

これ らの意味,用 法を,「不明確 な他物 との対比」と説明 している。 しか し 「不

明確な他物」 というが,さ きの例4～ 例6で みたように,基 本的な用法 も 「不明

確な他物」 との対比 において対象が取 り立てられ得るので,こ の説明では十分 と

は言いがたい。

この点 は,高 橋太郎 「『も』によるとりたて形の記述的研究」(1978『 研究報告

集1』 国立国語研究所)で も指摘がなされてお り,こ の 「不明確 な他物 との対比」

に対 して,例 えば例8な ら,「不特定であるに しろ,あ きらかに外国人 と対比 さ

れている」 として,否 定 している。そ して,こ の問題の用法 を 「含蓄 をこめた文

の主題提示」 と名付 けている。高橋1978で は当該の用法に関 して豊富 な用例 とと

もに分類がなされてお り,い ろいろ重要な示唆が含 まれているので,少 々長 くな

るが引用 したい。(下 線は本文に従 う)

ア)あ る種の代表例:ほ かのこともな りたっているはずであるが,あ る例 をだ し

て,だ いたいのようすをわか らせ る。
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例9明 らかな進歩である農具の機械化 も,農 民には必ず しも喜ばれて居 らぬ

ことを駿介はみた。

イ)ふ つ う化:い ままで特殊であった ものが一般なみになることをあらわす。同

類提示的な説明 をすれば,特 殊なものをふつ うの もの と同類 として提示する。

例10辛 かったことも,思 い出となれば楽 しく思われる。

ウ)状 態がわ り:い ままで一定の状態をたもって きたものがその状態 をかえるこ

とをあらわす。

例11私 の気持ち もい くぶん落着いて きた。

エ)推 移主体の感動的な提示。

例12そ の年 も暮れに近づいた。

オ)マ ークしている時期がせまって くることをあらわす。

例13も はや消燈時間 もせまって きたので

カ)一 定の感動 をこめて,主 題を提示す る。

例14S村 もとんだ姥捨山になった ものよ。

特定のひとが主語になったときに,よ くあ らわれる。

例15わ しももうずいぶん長 く生 きたか らな

キ)一 人称 の意志,二 人称の命令 ・すすめのばあいにもよ くあらわれる。

例16わ しもすべての呪いを解いてこの世を去 りたい。

この分類,列 挙 をみると 「も」の基本的用法 と接 し,か つ この用法の特質 に関

わるい くつかのキーワー ドがあげられていることに気付 く。つ ま り,「ある種の

代表例」 「同i類提示的」「(いままでの状態の)状 態がわ り」 「推移主体」「感動的

提示」「(いままでに)マ ークしている時期がせ まったこと」「感動的主題提示」

などである。

問題はこれ らの統合的記述の難 しさである。高橋 自身,本 文中のこの記述 のお

わ りに,「 この報告では,い ろんな意味の ものを例示す るだけで,分 類せず にお

わった。これはこの研究がまだいたらないからである。また,こ こにあげた もの

で も,他 の派生的な用法 にまわしたほうが よいもの も,お そ らくは,い くつかあ

るだろう。」と述べてお り,こ こまで さまざまな用例 を収集 し,分 析 しているのに,

あえて統合を求めない方向にあるように感 じられる点,こ の用法記述の難 しさが

うかがえる。ただ,高 橋1978の このキーワー ドと連続的記述 について慎重な態度

はその後の研究に影響 を与 えていると思われる。

例 えば,寺 村秀夫 『日本語のシンタクス と意味皿』(1991く ろしお出版)で は,
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寺村は問題の 「も」の用法について 「用法の可能性 を記述す るのにとどめている」。

(田野村1991)す なわち寺村 は,

例17「 その財布 もずいぶん古 くな りましたね」～

などの例 をあげて,「 昔か ら使われて きた 『詠嘆』 とい う言葉以外 には適当な

言 い表 しかたがないような情緒的な効果である。」 と述べ,明 らかに他 の基本 的

な用法 との連続性 を求めていない。この記述に対 し,田 野村は,「か りに(例 文が)

『詠嘆』 を表 していると言 えるとして も,そ れは表現 されてい ることが らその も

のの性質による もの というべ きであって,『 も』の働 きによる ものではない と思

われる」 とのべているが,こ の評は確かに的外れではない と思われる。

その田野村忠温 「『も』 の0用 法についての覚書一 「君 もしつ こいな」 とい う

言い方の位置づ け」(1991『 日本語学』9月 号VOL10)で は,こ の問題の 「もj

は,「 『たての含み』だけを含 む(C)の 場合の一種である」としている。この 「た

ての含み」 というのは,田 野村 によると,次 の ような分類による。(A)は 「雨

が降った。雪 も降った」のような 「も」で,0般 に基本的な意味の 「も」 という

ものに該当する。(B)は,雨 が降った。南国にしては珍 しい雪 も降った」の 「も」

で,(A)の ような単純 な累加の意味だけでな く,予 想 しがたい事態が起 きたこ

とも表現する ものである。そ して問題の(C)は,

例18こ のカレーの辛 さにはイ ンド人 もびっくりした。

の 「も」で,他 にびっくりした人がいることを表すのではな く,び っくりす ると

は考えに くいイン ド人までびっくりしたことだけを表す ものである。そ して(A)

を 「よこの含み」,(C)を 「たての含み」,(B)を 「両方の含み」 をもつ もの と

している。そ してこの(C)は 「あ らか じめ話 し手の何 らかの予想や思い込みが

あって,そ れに反す る事態を述べ るのに使われているものと言 うことがで きる」

としている。そ してこの 「話 し手の思い込みが裏切 られた ということによって 「詠

嘆」的な面が助長されるとい うこともあるか もしれないが,い ずれにして も 「不

随意的な現象にす ぎない」 と加えている。

田野村 は当該の 「も」は要するに,予 想 しがたい事態がお きたことを表現する

もの,と しているが,こ れにも少 し疑問がある。か りにこの考 えをさきの例1～

例3に あてはめると,そ れぞれ 「予想 しなかったことに私 『も』社会人になった

/あ いつ 『も』人が悪い/君 も 『も』 よく言 う」 とな り,い ずれ も 「まさか私が

社会人になるとはねえ/あ いつが人が悪い とはねえ/君 がよ く言 うとはねえ」 と

いう意味にはな りに くい し,そ の場合 は 「が」 を用いるのが普通だと思われる。

もっとも,田 野村の例文 「イン ド人 もびっくり」 なら,こ の(C)の 解釈 は成

・(5)



り立 ちそ うで ある。 それは,カ レ.__.に関 して 「イ ン ド人」 が 「最 もび っ くりしな

い はず の立場」 にあ るか らで,だ か ら こそ 「た て の含 み」 だ け を純粋 に表す こと

がで きるので ある。 もっと も,田 野 村 本 人 も 「こ こで 述 べ た見 方が そ もそ もどれ

だけの範囲 の 『も』 の用法 に適用 され る ものか とい うこともあ らためて考 えてみ

る必要が ある」と述 べて いる。しか し,今 問 題 に して い る の は,田 野村 の 言 う 「た

て の含 み」 を純 粋 に表す場合 だけで はない はずで ある。 とな る と,い わ ゆ る累加

で あ る 「よ この含 み」 で も,こ こで い う典 型 的 な 「たて の含 み」 で もない意味 と

は何 か,こ こで も う一 度 ふ りだ しに戻 る こ ととなる。

ただ,田 野 村 の見 方 に含 まれ る点 あ らか じめ話 し手 の何 らかの予想 や思い

込 みが あ って とい う指 摘 は,さ きに 引 用 した高 橋1978の オ)「 マ ー ク して い

る時 期 が せ ま って い るこ とを表す」 に同様 で あるが,確 か に次 の よ うな点 を説 明

す る の に,有 効 で あ る。例 え ば,

例18時 間 もせ ま って まい りま したの で,質 問 を打 ち切 りた い と思 い ます 。

の例文 の 「も」 を 「が」 とす る と,

例18'あ,う っか り して い ま したが,時 間 がせ ま っ て ま い りま した の で,質

問 を打 ち切 りた い と思 い ます 。

とい う発話 時 に 「時 間が迫 ってい るこ とに気 づいたJと い う表現 とな り,発 話 時

前 か ら気 づ い て きた とい う表現 をす ることがで きない。逆 にい うと,例18を,

例18"あ っ,う っか り して い ま した が,時 間 もせ ま って ま い りま した の で質

問 を打 ち切 りたい と思 い ます 。

とす る と,上 の よ うな 「も」 の表 現 の た め にやや不 自然 な感 じとなる。 これ に

対 して,例18の 「も」 を 「は」 にお きか え る と,

例18'"時 間 はせ まって まい りま した ので,質 問 を打 ち切 りた い と思 い ます。

とな り,発 話 時前 か ら気 づ い て きた感 じはある ものの,そ れ まで,あ るい は発 話

時 か ら 「時 間」 を主 題 とした談話 が続 く感 じとな り,そ の結 果 あ との 「質 問 を打

ち切 りた い と思 い ます」 とい う談話 の焦点 とそ ぐわない感 じとな り,結 局 「も」

が 最 適 とい え る。

次 に,沼 田善 子 「現 代 日本 語 の も』 一 と りたて詞 とその周辺」1995『 つ くば言

語 文 化 フ ォー ラム編 』 を見 てみ よ う。沼 田は 「も」全体 を 「単純他者肯 定(主 張 ・

断 定 ・自著 肯 定 かつ 含 み ・断定 ・他 者 肯定)」 の 「も1」,「 意 外(主 張 ・断 定 ・

自者 肯 定 か つ含 み ・予 想 ・自者肯定,他 者 肯 定)の 「も2」,「 不 定他 者 肯 定(主

張 ・断 定 ・自者肯 定 か つ 含 み ・断定(前 提1・ 前提2)・ 不 定 他 者 肯 定)」 の 「も

3」 にわ け てお り,こ の うち問 題 の 「も」 は 「も3」 で あ る。 沼 田 は 「『も3』 』
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を含む文 は,談 話の視点か ら考えると,そ の文での主張 を積極的に相手 に伝 えよ

うとす るのではな く,そ の後に続 く文 を発話す るためのいわば背景づ くりをする

ような機能を果たす ものであることが多い」「呼び水的機能」 をもつ ものとして,

例19春 もたけなわにな りましたが,そ の後,お 変わ りあ りませ んか。

例20夜 もふけて参 りましたので,そ ろそろこの辺でお開 きにしたい と思い ま

す。

などの例文 をあげている。この例文の 「も」はさきの高橋1978や 田野村1991の 指

摘で説明がつ くものであるが,こ の文脈 レベルで 「も」 を記述する必要があると

いう指摘 は他の研究結果 と異なる点である。ただ し,適 切 な用例 は見つか らなか

ったが,例 えば例19中 の春 もたけなわにな りました」の文 は,

例21「 いいお日和ですね」

「ええ,春 もたけなわですね」

といった文脈 中で も用いることがで き,必 ず しも背景,呼 び水 となる必要はない

と考 えられるが,「 は」 や 「が」の場合 と比べ るまで もな く,た しかに談話,文

脈 レベルで見 ることは有効な感 じがす る。それは,「 も」の一種の談話管理 につ

ながる機能 が うかがえるか らである。すなわち,例19の 「春 もたけなわにな りま

した」は 「は」でな く「も」をとることで,「春」その ものの話題であることをマー

クせず,し か も 「その後おかわ りあ りませんか」へ と 「春たけなわ」であるコ ト

ガラを結 びつけているのである。

また,例20で は 「夜 もふけて参 りました」がやはり 「も」 によって,コ トガラ

を談話の焦点にすえることな く,し かもこのコ トガラを 「そろそろこの辺でお開

きに～」 とい う談話の焦点に付帯的に結び付 けている。

例21も 同様で,「 春 もたけなわですね」 も 「いいお 日和です」 という談話の焦

点をじゃますることな く,し か もそのコ トガラによ り添 う形で結びついている。

そのためここで問題 となる 「も」の記述 にはこうした0種 談話管理的な考え方 も

有効であると思われ る。

最後 に,定 例利之 「心的プロセスか らみた取 り立て詞モ ・デモ」(1995『 日本

語の主題 と取 り立て』益岡隆志,野 田尚史,沼 田善子,く ろ しお出版)を 簡単に

とりあげてお く。 ここでは 「も」は次のように分類 されている。

a.基 本的なモ:田 中が来 る。佐藤 も来る。

b.色 々のモ:そ の 日は天気 もよかったので公園は賑わっていた。

c .通 念のモ:夜 もふけてまい りました。

d.当 た り前のモ:「 ああ腹がへった」「一 日1食 なら腹 も減るだろう」
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e.意 外 のモ1中 学生 も合格だ。

f.確 定回避のモ:あ の時は,た しか学生が10人 も来ていたかなあ。

この うち当該の 「も」はcに あたると思われる。c.の 例文 としては

例22息 子 も5才 にな りました。

例23し か し坂田もバカなことを言 った もんだねえ。

例24し か し坂田 も頭がキ レルねえ。

があげ られてお り,「 これは,現 実世界であ りがちな事態に関す る通念 に他 な ら

ない。話 し手はこのような通念 との類似 に支えられて,具 体的な事態 をモで表現

で きる」とし,具 体的には,例22で あると 「〔世の中,時 間がたつのは早いものだ〕

を指示する1具 体例であることを表す」例23な ら 「〔世の中バカは多い ものだ〕

という具合 に通念 は色々想定で きる」 とし,ま た例24を 「しか し坂田 も天才だね

え」は(バ カだという皮肉表現でないとすれば)よ り不 自然であるとのべ,そ の

理由は 「通念 との類似が認 め難い と思われる事態の表現 には,こ うしたモは使 わ

れない」ためとしている。そして通念のモは述部内には生起 しないことも指摘 し

ている。

さて,ま ず ここで気 になるのは,「 坂 田も天才 だねえ」 ははた して皮肉でなけ

れば不 自然 な文 なのか,と いうことであるが,こ れは 「天才 とい うのはいるとこ

ろにはいるものだ」と通念 を変 えればすむことである。問題 は,同 じような 「も」

の記述 をめ ぐっているのに,田 野村は 「予想外の～までが」 とい う意味だとし,

定延 は通念 の一例 として提示する意味 としている点である。(た だ し,こ の田野

村の例文は定延は別の用法 として分類 している)こ の両者が一見正反対 にみえる

意見を提 出 していることは,問 題の 「も」 を考 える上で,興 味深い。なぜなら,

このことは,「 通念 でみれば,つ ま り総称的にとらえれば当然 あてはまるが,特

に総称化め対象 とならなかった,個 別的なものが,実 は予想に反 してあてはまる

こと」 というひとっのことを裏表で述べているか らである。

しか し,い まひとつ問題がある。それは,定 延のいう 「通念のモ」 にさらに説

明が必要 な点である。次の例文を見 られたい。

*例25冬 も寒いな。

*例26時 のたつの も速いですね。

な どの例では,こ れ らの 「も」 の文 は 「冬は寒い」 「時がたつのは速い」 は,

それぞれ通念 といって よいが,「も」の文 として意味的に成 り立ちにくい。それは,

「寒い」集合体 には冬 こそが唯一当てはまる要素であるため,ま た 「速い」 もの

にはいろいろ限 り無 くあるが,そ の中で 「時間」 と並 び称する,他 の同類の要素
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副助詞 「も」の用法に関するおぼえ書き

というのは見当たらないためである。0方 これに対 し,

例27こ の映画 もよくで きています。

となると,勿 論 「も」の文 としてな りたつが,「 よ くで きてい る」 ものはご く

普遍的にみられ,し か も 「この映画」 と並び称す ることができるものは 「あの映

画」「その映画」,お よびかな り具体的にいろいろ特定で きるので,そ の結果小稿

で問題の 「も」の意味とはな らず,基 本的な列挙,並 列の 「も」の意味 として解

釈 されて しまう。

また,例1～ 例3や,次 の例では,命 題が必ず しも普遍的ではな く,し か も主

部の意味す るモノと述部に関 して共通 し,し かも主部の表すモノと並 び称するこ

とので きるモノが具体的に特定 しに くい場合,当 該の 「も」の意味を実現 しやす

い と考 えられる。例 えば,

例28人 間 も立派な芸術作品だ。

この場合 は 「人間」と並ぶ 「立派な芸術作品」に該当するものが不明なので,「 も」

は基本的な意味か ら,当 該の意味に近づ く。 これに対 して

例29ポ スター/カ レンダーも立派な芸術作品だ。

となると,「 ポス ター/カ レンダー」が 「立派 な芸術作品だ」であると判定する

ことに少々難 しさがでて くるため,こ の場合の 「も」は 「まで」のような限界に

近い意味 となる。(こ れは田野村の 「たての含 み」 に近い)ま た,一 方で次の よ

うに 「立派な芸術作品」として並 び称することがで きやすいモノが主部に くると,

基本の並列的な意味 となる。

例30映 画 も立派な芸術作 品だ。

この場合,「 映画」の代わ りに 「写真」であって もよいだろう。それに対 して,

例31彫 刻/絵 画 も立派な芸術作品だ。

とす ると,今 度 は本来芸術作 品とい う 「通念」があ るため,「 も」の添加,二 番

手のイメージとぶつか って,こ の文は意味的に成 り立ちにくくなる。これに対 し,

この例31を

例31'彫 刻/絵 画は立派な芸術作品だ。

とすると,も ちろん意味的におさまりが よくなるが,そ れは確固たる通念である

か らである。つ まり,「 も」 は一般 に主部が命題 を通念 として成立させ る要素の

うち,二 次的,副 次的な ものであることも条件 となっていることがわかる。従 っ

て,同 じ通念で も話者の個人的な 「通念」であると,「 も」 はより自然な感 じが

強 まる場合がある。

例32た まには映画 もいい ものだ。
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「も」の二次的 な性質 は,こ こ に も現 れて い て,例32の 文 は 「映 画 は い い もの だ」

と総 称 的 にい ってい るので はな く,あ くまで 「た ま に はい い もの」 として映画 を

あげてい るにす ぎない。

1.ま と め

以上を振 り返 ると,一 般的,お よび当該の 「も」の記述の複雑 さ,難 しさのあ

りかが見 えて きた ように思 う。かんたんにまとめると,「 も」は

①.一 般 にある命題をな りたたせる主部のモノとして二次的な立場のモノをと

りたてる。

②.命 題を満たす最適のモ ノが主部に くると,「 も」の文 は不可能である。

③.述 部 に関 して並列可能 な主部のモノが特定で きると,「 も」 は並列,列 挙

の意味 となる。 この場合は 「も」は 「は」 に準 じた談話の焦点,話 題 を提

供する機能をもつ。

④.並 列可能なモノが特定で きて も.,「も」 に先行す るモ ノが もっとも命題 を

満たす可能性が低い場合,「 も」 は 「まで」 のような最低限 を表す意味 と

なる。

⑤.並 列可能なモノが特定で きず,し か も命題を満たす最適のモノが主部 にな

いために 「も」の文が可能となると,そ の 「も」は並列で も,最 低限で も

ない,小 稿で とりあげたような意味を表す可能性がある。

⑥.文 脈 レベルにおいて,「 も」が並列や最低 限度の意味 を表 さない と,そ の

結果 「も」の文 は 「は」の文に準 じた談話の焦点命題 を示 した り,焦 点を

維持するような機能 をもたない。そのかわ り,焦 点 にそって焦点 を維持す

ることに協力す る機能 をもつ。つ まり,談 話,文 脈 レベルで焦点の命題に

対 し,理 由や付帯的状況,な どを 「も」の文でサポー トする。この場合に

当該の意味 として解釈 されることが多い。

⑦.談 話,文 脈ですでに話者が意識 している命題に 「も」がつ くことがあるが,

これはあ くまで⑥のような環境でみ られると思われる。

今後 は,以 上の点について具体的な文脈,談 話 にあたって分析 をすすめ,検 証

したい。
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